
 

建
設
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　粳田平一郎
副委員長
　山田　康博
委員
　山口　　豊
　堀口伊代子
　冨田　雅寿
　柿沼　綾子
　林　　富司

 

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　矢野間　規
副委員長
　谷田　裕之
委員
　栗田　弘志
　倉林　益代
　内田　英亮
　柿沼　光男
　小林　　猛

  

総
務
常
任
委
員
会

委員長
　清水　静子
副委員長
　門倉　道雄
委員
　小賀野健司
　巴　　高志
　広瀬　伸一
　高橋　和美
　早野　　清

45

　

３
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
付
託
請
願
１
件
、
付
託
議
案
９
件
を
慎
重

審
査
致
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
及
び
質
疑
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
本
庄
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

問   

傷
害
見
舞
金
10
万
円
は
、
例
え
ば
軽
傷

や
全
治
２
か
月
で
も
一
律
の
支
給
で
し
ょ
う

か
。

答   

傷
害
見
舞
金
10
万
円
の
支
給
対
象
者
は
、

規
則
で
詳
し
く
定
め
て
い
て
、
治
療
に
１
か

月
以
上
を
要
す
る
こ
と
、
か
つ
３
日
以
上
の

入
院
が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
本
庄
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問   

報
酬
の
支
給
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
出
動
回
数
で
あ

れ
ば
、
報
酬
は
上
が
り
ま
す
か
。

答   
現
在
出
動
旅
費
と
し
て
年
額
３
万
５
０

０
０
円
を
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
出
動
回
数

で
支
給
す
る
方
法
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ

り
、
月
１
回
の
定
期
訓
練
だ
け
で
現
在
よ
り

も
多
く
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
出

動
数
に
よ
っ
て
差
は
で
ま
す
が
、
支
給
さ
れ

る
額
は
、
増
加
す
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

○
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

問   

魅
力
発
信
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
業
務

委
託
料
の
高
校
生
と
地
域
と
行
政
で
行
う
課

題
解
決
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
高
校
生
か
ら
課

題
を
聞
き
取
り
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答   

４
月
１
日
か
ら
高
校
生
に
、
課
題
に
つ

い
て
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
広
報
課

以
外
の
課
に
も
高
校
生
が
関
わ
る
事
業
を
広

げ
て
い
く
と
い
う
観
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
ら
か
じ
め
本
市
で
抱
え
る
４
つ
の
課
題
を

テ
ー
マ
と
し
て
提
案
す
る
予
定
で
す
。

〈
予
算
計
上
さ
れ
た
事
業
の
一
部
〉

　

電
気
自
動
車
・
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
器
設
置

　

事
業　

２
４
１
１
万
円

　
「
本
庄
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

の
実
現
に
向
け
、
公
用
車
を
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
車
両
へ
計
画
的
に
置
き
換
え
る
た
め
、

電
気
自
動
車
の
購
入
や
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
器
設

置
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
９
件
を
慎
重

審
査
致
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

問   

「
生
ご
み
出
し
ま
せ
ん
袋
」
に
つ
い
て
、

大
き
さ
や
材
質
、
配
布
枚
数
を
伺
い
ま
す
。

答   

「
生
ご
み
出
し
ま
せ
ん
袋
」
は
、
生
ご

み
の
自
家
処
理
等
を
促
す
目
的
で
、
生
ご
み

を
排
出
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
世
帯
に
配

付
し
ま
す
。
大
き
さ
は
15
リ
ッ
ト
ル
、
縦
45

セ
ン
チ
、
横
55
セ
ン
チ
で
、
現
在
の
収
集

ご
み
袋
と
同
じ
材
質
で
す
。
１
世
帯
年
間

１
２
０
枚
を
限
度
と
し
ま
す
。

問   

本
庄
総
合
公
園
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
の

ロ
ー
ラ
ー
交
換
は
、
い
つ
頃
実
施
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ど
の
く
ら
い
の
間
使
え
な
く
な

り
、
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答   

現
在
の
計
画
で
は
、
工
事
自
体
は
利
用

率
の
低
い
寒
い
時
期
と
考
え
て
い
ま
す
。
工

事
期
間
は
１
か
月
半
か
ら
２
か
月
で
考
え
て

い
ま
す
が
、
本
体
の
劣
化
具
合
に
よ
り
期
間

が
変
わ
り
ま
す
。
周
知
は
、
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
電
光
掲
示
板
、
小
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
へ
の
ご
連
絡
を
考
え
て
い
ま
す
。

問   

新
規
就
農
者
農
業
用
機
械
等
導
入
支
援

事
業
補
助
金
、
１
経
営
体
50
万
円
で
、
国
・

県
の
補
助
事
業
が
そ
ろ
っ
て
い
る
中
で
、
市

の
独
自
の
事
業
と
し
て
新
規
で
立
ち
上
げ
た

理
由
を
伺
い
ま
す
。

答   

今
ま
で
市
独
自
の
補
助
金
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
ま
た
、
農
業
を
す
る

場
と
し
て
本
庄
市
を
選
ん
で
い
た
だ
く
１
つ

の
要
因
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定

　

県
道
花
園
本
庄
線
道
路
建
設
に
伴
う
路
線

の
廃
止
・
認
定
、
開
発
行
為
に
伴
う
路
線
の

廃
止
・
認
定
な
ど
、
市
道
路
線
の
廃
止
６
件
、

市
道
路
線
の
認
定
４
件
に
つ
い
て
、
現
地
に

て
説
明
を
受
け
な
が
ら
確
認
を
行
い
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
13
件
を
慎
重

審
査
致
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
本
庄
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問   

安
全
計
画
に
つ
い
て
、
事
業
所
は
１
年

間
で
計
画
が
策
定
で
き
る
見
通
し
な
の
か
。

答   

こ
の
規
定
は
、
静
岡
県
の
認
定
こ
ど
も

園
で
、
送
迎
バ
ス
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
子

供
が
亡
く
な
る
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事
件
が

契
機
と
な
り
ま
し
た
。
安
全
計
画
の
策
定
は
、

１
年
間
は
努
力
義
務
、
翌
年
か
ら
義
務
化
と

な
り
ま
す
。
国
は
安
全
計
画
の
計
画
例
な
ど

を
提
示
し
て
お
り
、
市
で
は
来
年
度
に
事
業

者
に
説
明
会
を
開
く
予
定
で
す
。

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

問   

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

具
体
的
に
ど
こ
に
設
置
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
機
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

答   

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
場
所
は
、

現
在
未
定
で
す
。
今
後
公
募
で
受
託
の
事
業

所
を
決
定
し
ま
す
。
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
障
害
者
の
相
談
支
援
体
制

を
重
層
的
に
し
、
厚
み
の
あ
る
支
援
を
行
っ

て
い
く
も
の
で
す
。

問   

本
庄
早
稲
田
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お

い
て
、
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
実
施
す
る

３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
化
は
、
特
徴
的
な
資
料
で

の
み
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

答   

３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
化
す
る
の
は
、
現
状

で
は
盾
持
人
物
埴
輪
や
女
子
人
物
埴
輪
な
ど

３
点
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
委
員
会
で
は
、
本
市
に
お
い
て

昨
年
発
生
し
た
５
歳
児
死
体
遺
棄
事
件
を
受

け
て
、
令
和
４
年
４
月
及
び
６
月
に
、
児
童

虐
待
防
止
の
制
度
や
児
童
相
談
所
の
業
務
に

つ
い
て
二
度
の
勉
強
会
を
実
施
し
、
報
告
書

を
市
の
担
当
部
署
に
提
出
し
ま
し
た
。

本庄早稲田の杜ミュージアムの
　女子人物埴輪（左）　盾持人物埴輪（右）

委員会のうごき

議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
谷
田
裕
之

栗
田
弘
志

倉
林
益
代

小
賀
野
健
司

内
田
英
亮

矢
野
間  

規

山
口　

豊

山
田
康
博

清
水
静
子

門
倉
道
雄

巴　

高
志

堀
口
伊
代
子

冨
田
雅
寿

粳
田
平
一
郎

柿
沼
綾
子

柿
沼
光
男

広
瀬
伸
一

小
林　

猛

高
橋
和
美

林　

富
司

早
野　

清

市
長
提
出
議
案

第25号議案 令和５年度本庄市一般会計予算【P14・P15】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
可
否
同
数
の
場
合
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第26号議案 令和５年度本庄市国民健康保険特別会計予算
【予算額：79 億 8459 万 5000 円】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第27号議案 令和５年度本庄市介護保険特別会計予算
【予算額：66 億 312 万 7000 円】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第28号議案 令和５年度本庄市後期高齢者医療特別会計予算
【予算額：10 億 6447 万 9000 円】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第29号議案
令和５年度本庄市水道事業会計予算

【収益的収入予定額：16 億 5114 万 4000 円、収益的支出予定額：
16 億 8256 万 7000 円、資本的収入予定額：３億 5414 万 1000 円、
資本的支出予定額：９億 8586 万 2000 円】

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第30号議案
令和５年度本庄市下水道事業会計予算

【収益的収入予定額：21 億 2607 万 1000 円、収益的支出予定額：
20 億 5057 万 4000 円、資本的収入予定額：16 億 9090 万 5000 円、
資本的支出予定額：21 億 54 万 5000 円】

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

議第1号議案 本庄市議会の個人情報の保護に関する条例【P15】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第2号議案 本庄市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例【P15】 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第3号議案 適格請求書等保存方式（インボイス制度）の実施延期を求
める意見書【P15】 原案可決 ○ × ○ × ○ × ○ × × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○

( 賛成：○　反対：×　棄権：棄　欠席：欠 )

令和５年第１回定例会 提出議案とその結果(つづき)

現地視察の様子

委員会のうごき

はにぽんプラザ設置の
ＥＶ急速充電器

生ごみ出しません 

生ごみ以外の 
可燃ごみ用 



  
17
号
バ
イ
パ
ス
及
び
幹
線
道
路

　
　

  　
整
備
対
策
特
別
委
員
会

委員長
　小林　　猛
副委員長
　矢野間　規
委員
　谷田　裕之
　栗田　弘志
　小賀野健司
　内田　英亮
　山口　　豊
　巴　　高志
　林　　富司

  

交
通
政
策
及
び
観
光
政
策

　
　
　
　
　

  

特
別
委
員
会 

委員長
　広瀬　伸一
副委員長
　門倉　道雄
委員
　倉林　益代
　山田　康博
　清水　静子
　粳田平一郎
　柿沼　綾子
　柿沼　光男
　高橋　和美
　早野　　清

6

ま
し
た
。
令
和
５
年
３
月
に
は
、
国
土
交
通

省
と
財
務
省
を
訪
問
し
、
要
望
書
を
手
渡
し
、

国
道
17
号
本
庄
道
路
の
早
期
整
備
の
た
め
の

予
算
付
け
な
ど
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幹
線
道
路
の
現
地
視
察
も
行
い
ま

し
た
。
令
和
４
年
６
月
に
は
、
県
道
花
園
本

庄
線
の
小
山
川
を
渡
る
新
た
な
橋
梁
の
整
備

状
況
や
、
国
道
２
５
４
号
本
庄
藤
岡
間
バ
イ

パ
ス
の
ル
ー
ト
案
に
沿
っ
て
、
現
地
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
今
後
も
国
道
17
号
本

庄
道
路
の
早
期
整
備
の
た
め
の
要
望
活
動
や

幹
線
道
路
の
今
後
の
整
備
に
向
け
て
の
調
査

研
究
等
の
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
本
庄
駅
、
児
玉
駅
、

本
庄
早
稲
田
駅
の
３
駅
を
中
心
に
、
安
全
で

快
適
な
通
勤
・
通
学
環
境
の
創
出
や
、
子
育

て
世
代
を
含
む
定
住
者
の
増
加
を
図
り
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組

む
た
め
、
長
期
的
な
視
点
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
し
て
要
望
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
、

及
び
本
庄
市
の
観
光
拡
大
に
つ
い
て
も
取
り

組
ん
で
い
く
委
員
会
で
す
。

　

令
和
４
年
６
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
高
崎

支
社
へ
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の
籠
原
駅
発
着
の
列

車
を
高
崎
駅
発
着
へ
変
更
す
る
こ
と
や
15
両

編
成
列
車
を
籠
原
駅
以
北
へ
延
伸
す
る
こ

と
、
Ｊ
Ｒ
八
高
線
沿
線
地
域
の
活
性
化
の
た

め
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
Ｓ
Ｌ
等
の
臨
時

　

国
道
17
号
本
庄
道
路
は
、
交
通
渋
滞
の
緩

和
、
交
通
事
故
の
減
少
、
緊
急
車
両
の
通
行

及
び
災
害
物
資
の
輸
送
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
を
目
的
と
し
た
深
谷
市
岡
か
ら
高
崎
市

新
町
ま
で
の
延
長
13
・
１
㎞
の
バ
イ
パ
ス
で

す
。
そ
の
う
ち
、
旧
神
流
川
橋
の
老
朽
化
に

伴
い
優
先
的
に
整
備
を
進
め
て
い
た
新
し
い

神
流
川
橋
が
令
和
４
年
12
月
に
暫
定
二
車
線

で
開
通
し
ま
し
た
。

　

本
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
12
月
に
、

埼
玉
県
知
事
、
埼
玉
県
議
会
の
自
由
民
主
党

国
道
17
号
バ
イ
パ
ス
（
本
庄
道
路
）
建
設
促

進
懇
話
会
、
公
明
党
議
員
団
を
訪
問
し
、
引

き
続
き
、
国
道
17
号
本
庄
道
路
の
１
日
も
早

い
全
線
開
通
に
向
け
て
の
協
力
を
お
願
い
し

列
車
を
運
行
す
る
こ
と
や
本
庄
早
稲
田
駅
へ

の
新
幹
線
の
停
車
本
数
の
増
加
に
つ
い
て
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
３
月
10
日
に
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、
Ｊ
Ｒ
八
高
線
の
現
状
調
査
を
行
い
ま

し
た
。児
玉
駅
か
ら
乗
車
し
、駅
や
ホ
ー
ム
、

車
内
や
乗
降
客
の
様
子
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。
降
車
駅
の
越
生
町
内
で
は
、
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
運
行
の
た
め
の
参
考
と
し
て
、
サ

イ
ク
リ
ス
ト
休
憩
所
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
後
の
時
代

を
見
据
え
た
鉄
道
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
へ
要
望
す
る
ほ
か
、
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

新たな神流川橋[写真手前側]
（埼玉県側から撮影）

財務省へ要望活動

JR東日本高崎支社へ要望活動

JR八高線現状調査の様子


